
⑺ 計算
半円の軌道を描いているので、それに要する時間は回
転周期 Tの半分となる。回転半径および速度が分かっ

ているので、角速度は
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qB0 1

~= = となる。

これより周期の半分は
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⑻ 計算
磁場は荷電粒子に対して仕事をしないため、運動エネ
ルギーは入射直後の値から変化しない。
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⑼ 計算
xz面内の軌道を考えると、回転の中心点を C、領域 D

から出た点を Pとおくと、OCPは各辺の長さが
L

3

2

の正三角形となるので、回転角は 60°であることがわ

かる。これより、求める時間は周期の
6
1 となり、
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⑵ 仕事が正の過程
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⑸ 計算
ボイル・シャルルの法則から
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⑹ 計算
　　　　　　　　　　 求める仕事は左図の斜線部の面

積である。
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⑺ 計算
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答 内部エネルギーの変化
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⑻ 計算
⑺の計算から
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⑼ 計算
図 2の直線ABを表す式は

P
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⑹と同様に面積を計算すると
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⑽ 計算
A→Mの過程における内部エネルギーの変化は
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吸収する熱量は
Q=DU+W
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　　　　　　　　　　　　　 よって、グラフの概形は
左図となる。

答
あ

QM

6P0V0

O

A

－2P0V0
V02V0

VM

B

10

2025年_入試問題集_福岡工業大学_P07-10_物理_01a.indd   10 2025/03/26   11:37:48

化学（一般選抜 ３教科型選抜）

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科／情報マネジメント学
科）
1 問

1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

オ ウ ア サ ス タ ソ チ テ シ

問
2

結晶構造： イ アンモニアイオン： 1 個

塩化物イオン： 1 個

問
4 0.168 nm 問

4 1.5（1.6）g/cm3

2
問
1

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

H2 Cl2 Na＋ Cl－ OH－ NaOH NaCl

問
2

陽極　2Cl－→ Cl2＋2e－

陰極　2H2O＋2e－→ H2＋2OH－

全体　2H2O＋2NaCl → H2＋Cl2＋2NaOH

問
3 イ 問

4 0.15 mol

問
5 陽極　1.7 L 陰極　1.7 L

3 問
1 圧力　2.5×10 5 Pa

問
2

圧力　5.0×10 5 Pa Na分力　2.5×10 5 Pa

CO2分圧　2.5×10 5 Pa

問
3 反応式　CO2＋2NaOH → NaCO3＋H2O

問
4 圧力　5.0×10 5 Pa 問

5 濃度　0.60 mol/L

4
問
1

A B C D
問
2

F

Ag＋ Cu2＋ Al3＋ Fe3＋ Ca2＋ Na＋

問
3 AgCl ＋ 2S2O3

2－→［Ag（S2O3）2］3－＋ Cl－

問
4 ［Al（OH）4］－

問
5 H2Sによって還元されたFe2＋を Fe3＋に酸化するため。

2 月10日 実施分

5 問
1

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ウ オ キ ケ セ ケ

問
2

A B C

H2

D E F

問
3 E

化学（一般選抜 ３教科型選抜）

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 問

1 結晶構造： ア 6 個

問
2 陽イオンの個数： 4 個 陰イオンの個数： 4 個

問
3

化学式
① ② ③ ④

KCl NaCl CaO MgO

格子定数
（nm）

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

0.638 0.566 0.480 0.424

問
4 KCl の密度： 1.9 g/cm3

2 問
1

① ② ③ ④

カ ア イ エ

問
2

（式 1） Mn2＋＋ 4H2O

（式 2） O2 ＋ 2H＋＋ 2e－

（式 3） 2Mn2＋＋5O 2 ＋8H 2O

問
3 0.62 mol/L 問

4 2.1 ％ 問
5 ウ

3
問
1

問題 A C（黒鉛）＋H2O（気）→CO（気）＋H2（気）  △H＝131kJ

問題B C（黒鉛）＋ H2O（気）＝ CO（気）＋ H2（気）－131kJ

問
2

問題 A C（黒鉛）＋O2（気）→CO2（気）  △H＝－394kJ

問題B C（黒鉛）＋O2（気）＝CO2（気）＋394kJ

熱量 98.5 kJ

問
3

問題 A C（黒鉛）＋ 1
2 O2（気）→CO（気）  △H＝－111kJ

問題B C（黒鉛）＋ 1
2 O2（気）＝CO（気）＋111kJ

熱量 83.3 kJ

問
4

問題 A CO（気）＋ 1
2 O2（気）→CO2（気）  △H＝－283kJ

問題B CO（気）＋ 1
2 O2（気）＝CO2（気）＋283kJ

問
5

CO CO2 熱量

21.0 g 11.0 g 182 kJ

2 月 9 日 実施分

4 問
1

A B C
ソルベー（アンモニアソーダ） 風解 潮解

問
2

① ② ③ ④ ⑤
NaCl NaHCO3 Na4Cl CO2 Cl2

⑥ ⑦
H2 NaOH

5 問
1

① ②

シス形（シス異性体） トランス形（トランス異性体）

問
2

A B C

D E F

G

問
3

酸性の化合物 もっと強い酸 問
4 イＡ，D D
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